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第1章　 緒言並に文献的考察

第1編 においては個体各部位 におけ る動脈血 と静

脈瓜 さらに肝静脈血,門 脈 系諸流血について血液

凝固時間 に差異のあることを認め,血 液凝固時間短

縮が肝門脈系においておこることを明 らか にしたが,

本編ではその原因について検索 することと した.現

在まで動脈血 と静脈 血の血液凝固時間の差異の意義
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に 関 して は,わ ず か に吉 成1)の 研 究 を み るの み で あ

る.吉 成 は 兎の 頸 動 脈 と頸 静 脈 並 に股 動脈 と股 静脈

に つ い て 実験 し,い ず れ も動 脈 血 の凝 固 時 間 が 短 い

こ とを 確 認 す る と と もに,そ の 原 因 と して 抗 凝 固 物

質 の 重 要 性 を強 調 して い る.即 ち,動 脈 血 と静 脈 血

との 間 に凝 固 時 間 の 差 異 を惹 起 して い る 因子 と して

2つ の もの を あげ て い るが,そ の1つ は 血 液 中 の

Antithrombinで あ り,動 脈 血 の 方 が 静脈 血 よ りそ

の 含有 量が やや 少 く,ま た他 の 因 子 と して 血管 内 膜

のHeparinを あ げ,動 脈 内 膜 のHeparinは 静脈 内

膜 のHeparinよ り作 用力 が やや 弱 い ため で あ る と

して い る.こ の地 に は動,静 脈 血 間 の 凝 固 時間 の 差

と凝 固 因 子 とを 関聯 づ け た文献 はみ あ た らな い.

現 在 の血 液 凝 固理 論 は真 に複 雑 で あ るが,大 体 次

の 如 く要 約 で き る.即 ち, 1)血 液 凝 固 の第1歩 は

血 小 板 が 崩 壊 し,血 小 板Thromboplastin因 子が

放 出 され,血 漿 中 に ま れ るantihemophilic Glo

bulin(A. H. G.), Plasma thromboplastin com

ponent(P. T. C.), Plasma thromboplastin ante

cedent(P. T. A.), Christmas因 子 等 と作 用 して活

性 のThromboplastinを 形 成 す る. 2) Thrombo

plastinはProthrombinに 作 用 して, Thrombinを

形 成 す る,こ の 場 合 にCa-Ionが 必 要で あ る うえ,

安 定 因 子,不 安定 因 子 と血 小板 か らの 血小 板第1因

子 の 作 用 を う けて, Prothrombinよ りThrombin

へ の 転 化 が 促 進 され る.そ してThrombinは 自 己

触 媒 的 に作 用 してThrombin自 身 の 産 生 を促 進 す

る. 3)ThrombinはFibrinogenをFibrinに し

て 凝 固 は完了 す る.こ の時,血 小 板第2因 子 の作 用

を う けて, Fibrinの 形 成 が ま す ます促 進 され る.

 4)抗 凝 固 物 質 で あ るAntithrombin, Antithrom

boplastin等 は凝 固 過 程 が陽 の 力 と 陰 の力 との 平 衡

を 保 つ て進 行 す るに際 して 必 要 な もの で あ る.こ う

い う機 構 に おい て,1つ の 凝 固因 子 の 欠乏 は一 定 の

範囲 内で は表 面 に は あ らわ れ な い.

種 々 の血 液疾 患 に お いて,血 液 凝 固 時間 の延 長 を

き た す凝 固 因 子 の 量的 な 問題 につ い て は,今 日で も

まだ 明 らか に され て い な い と こ ろが 多い が, A. H. G.

は10～20%以 下 に減 少 した とき に凝 固時 間 が 延 長 す

る とい わ れ,血 友 病 で は0～15%で あ る と いわ れて

い る2).血 小 板 数 は5～7万/mm3に 減 少 して も,

外 観 上 は正 常 の凝 固 が お こな われ て い る如 くに みえ

ると い われ て い る2) 3).ま たProthrombinがThro

robinに 転 化 す る時 にThromboplaetin, Ca-Ion,

安 定 因 子,不 安 定 因 子 の い ず れ が 減 少 し て も

Thrombin形 成 は遅 れ,凝 固時間は延長する筈であ

るが, Thrombinは 自己触媒反応をおこなうため,

これ らの1つ の因子 の減少が余程高度にならなけれ

ば凝固時間の延長をきたさぬ ものと考えられ,こ れ

らの因子が20～30%以 下に減少 してはじめて凝固時

間の延長をみ るといわれている2),ま たFibrinogen

と凝固時間 との関係 は最近 ようや く明 らかにされ,

正 常の凝固 時 間 を示す には100mg/dlの 含有屡を

必要とす るといわれている2).

血液凝固に関係す る因子はそれぞれ各種の臓器組

織 において産生或は調節がおこなわれているため,

個体各部の流血 中の分布即ち,差 異は当然考えられ

るところである.然 しなが ら個体各部 における動,

静脈血液の凝固時間の差異に関聯して凝固因子の量

的な問題について しらべた文献 はみあた らない.第

1編 では頸動,静 脈血,股 動,静 脈血,肺 動,静 脈

血 においてはいずれ も動脈血の方が血液凝固時間が

静脈血のそれよ り短 く,肝 静脈血,門 脈血の凝固時

間 はこれ らのいずれ よりも短いという成績をえてい

るが,私 は本編 において血液凝固時間に関係すると

思われる諸種要素について,各 所動,静 脈血間の差

異を追及 し第1編 における血液凝固時間の差異と比

較対照 してみることとした.

第2章　 各所動,瀞 脈血液の血小

板数の差異について

緒言 にのべた如 く,前1液凝固機序は先ず血小板の

破壊により血小板Throm boplastia因 子の放出によ

りはじま る.即 ち,血 小板の多寡により血液凝固機

能 が左右 されることは周知のことである,即 ち,本

章で は各所 動,静 脈血 について血小板数の測定をお

こな うこととした.

第1節 実験方法

実験動物 には体重10kg内 外の成犬を使用し,イ

ソ ミタール静脈麻酔をお こない,閉 鎖式循環麻酔器

により酸素呼吸を行わせ,開 胸,開 腹および皮切に

よ り頸動,静 脈,股 動,静 脈,肺 動,静 脈,肝 静脈

および門脈 より穿刺採血 した.

血小板数測定 はFonio氏 法のによつた.

第2節　 実験成績

10例 につ いて実験 した結果は第1表,第1図 の如

くである.

即ち,頸 動脈血の血小板数平均は14.1万,頸 静脈

血の血小板数平均 は14.0万 にして,動 脈血の方に多

い ものが5例,動 脈血の方 に少い ものが5例 である.

股動脈血の血小板数平均 は14.8万,股 静脈血の血
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第1表　 血 小 板 数 単 位:万

第1図　 血小板数 ×印は 平均値

小板数T均 は12.9万にして,動 脈血の方に多 いもの

9例で,動 脈血の方が少いもの1例 である
.

肺動脈血の血小板数平均13.9万,肺 静脈血の血小

板数14.1万にして,肺 動脈血の方に多いもの4例
,

肺動脈血の方が少いもの5例 ,ほ ぼ 同数の もの1例

である.

肝静脈血の血小板数平均15 .2万,門 脈血の血小板

数平均15.3万にして,肝 静脈画 の方が多いもの6例 ,

肝静脈血の方が少い もの4例 であ る.

第3節　 小 括

股動脈血の血小板数が最 も少 く,肝 静脈血,門 脈

血に多い傾向にあるが,他 の動,静 脈血の間 には有

意の差は認められない.

第3章 各所 動,静 脈 血 液 の血 漿Pro

thrombin時 間の 差 異 について

Protbrombin生 成は肝 実 質 細胞 においておこな

わ れ る と考 え られ て い るが,そ れ は肝 実質 細 胞 の障

碍 の 強 い時 に低Prnthrombin血 症 が お こ る事 実 に

基 い て い る5) 6) 7) 8).然 しな が ら肝 にお い てProthro

mbinが つ く ら れ る 機 構 に つ い て は,肝 細 胞 が

Vitamin Kの 存 在下 に おい てつ くる と い う漠 然 た

る説明 し か 与 え られ て い な い.一 方 に お いて は

Frothrombin生 成 は肝 に限 らず 広 く網 内 系組 織 で お

こな われ るとす る考 えが抬 頭 し て き て お り,森 下9)

は肝 静脈 血 のProthrombin指 数 が他 部 の静脈 血 に

比 較 して,む しろ低 い場 合 が あ り不 安定 な 値 を示 し.

 Prothrombin生 成 の 肝臓 説 にい ささか 疑 問 を も ち,

お そ そ ら くは網 内 系で あ ろ うとの べ てい る.そ こで

私 は本 章 で各 所 動,静 脈 血のProthrombin時 間 を

測定 して み るこ と と した.

第1節　 実 験 方法

血 液 の採 取 は第2章 にお ける と同 様 に して お こな

つ た.

Prothrombin時 間(以 下Pt.時 間 と略 記 す)の 測

定 はQuick一 段 法4)に よつ た.

第2節　 実 験 成績

15例 につ い て実 験 した結 果 は第2表,第2図 の如

くで あ る.

即 ち,頸 動 脈曲Pt.時 間 平 均12.0秒,頸 静 脈 血Pt.

時 間 平 均12.4秒 に して,動 脈 血 の方 が 短 い もの9例,

動 脈 血 の方 が 長 い もの3例,ほ ぼ 同 時間 の もの3例

で あ る.

股 動 脈 血Pt.時 間 平均12.1秒,股 静脈 血Pt.時 間

平均12.9秒 に して,動 脈血 の 方 が短 い もの14例,動

脈 血 の 方 が長 い もの1例 で あ る.

肺 動 脈 血Pt.時 間 平 均12.2秒,肺 静脈 血Pt.時 間

平 均13.3秒 に して,肺 動 脈 血 の方 が 短 い も の12例,
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第2表　 血 漿 プ ロ ト ロ ン ビ ン 時 間　 単 位:秒

第2図　 血 漿 プ ロ トロ ン ビ ン時間　 ×印 は平 均値

肺動脈 血の方が長 いもの3例 である.

肝 静脈血Pt.時 間平均10.8秒,門 脈血Pt.時 間平

均11.2秒 に して,肝 静脈血の方が短い もの9例,肝

静脈 血の方が長いもの4例,ほ ぼ同時間のもの2例

である.

第3節　 小 括

各流血についてのPt.時 間の差異 は僅 少であるが,

頸動脈血は頸静脈血 より,股 動脈血は股静脈血 より,

肺動脈血は肺静脈血 よりPt.時 間が短い.

肝静脈血および門脈血は他 のいずれよ りもPt.時

間が短 く,こ の両者については肝静脈血の方が短い

傾 向 に あ る.

第4章　 各 所 動,静 脈血 液 の血Ca量

の 差 異 に ついて

Caは 血液 凝 固 に不 可欠 の要 素 で あ り,今 世紀 の

始 め にMorawitzの た て た 古 典 的仮説 であ るとこ

ろのProthrombinがThrombinに 転 化 す るにさ

い して, Thromboplaetinと 共 にCa-Ionの 存在が

必 要 で あ る こ とは現 在 で もなお信 じ られてい る.さ

らに血 液凝 固 機 序 に 関 す る 最近 の研究 に よつ て,

 Ca-Ionは 第1お よび第3段 階tLも 必 要 な ものであ

る とい う こ とが明 らか に されて きた.そ こで本章で

は各 所 に お け る動,静 脈 血のCa量 を測 定 してみる

こ とと した.

第1節　 実 験方 法

血 液 の採 取 は 第2章 に お け ると同様 に して おこな

つ た.

血 清Caの 測 定 は北 村 氏EDTA法10)に よつた.

第2節　 実験 成 績

15例 につ いて 実 験 した 結 果は第3表 の如 くである.

即 ち,頸 動脈 血 血清Ca量 平均10.4mg/dl,頸 静

脈 血 血 清Ca量 平 均10.2mg/dlに して,動 脈 血の

方 が 多 い もの9例,動 脈 血 の方 が 少い もの2例,ほ

ぼ 同 量 の もの4例 で あ る.

股 動 脈 血 血清Ca量 平 均10.5mg/dl,股 静 脈 血

血清Ca量 平 均10.9mg/dlに して,動 脈 血の方が
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第3表　 血 清 カ ル シ ウ ム 量　 単位: mg/dl

多いもの4例,動 脈 血の方 が少 い も の8例,ほ ぼ 同

量のもの3例 で あ る.

肺 動 脈 血 血 清Ca量 平均10.6mg/dl,肺 静脈 血

血清Ga量 平均10.7mg/dlに し て,肺 動脈 血の 方

が多いもの9例,肺 動 脈血 の 方 が少 い もの5例,ほ

ぼ同量のもの1例 で あ る.

肝静脈 血血清Ca量 平均10.8mg/dl,門 脈 血 血 清

Ca量 平均11.0mg/dlに して,肝 静 脈 血 の方 が 多

い もの5例,肝 静 脈血 の方 が 少 い もの6例,ほ ぼ 同

量のもの4例 で あ る.

第3節　 小 括

各流血について の血 清Ca量 の差 異 は 僅 少 にζして,

一定の傾向 はみ られ ない
.

第5章 各 所動,静 脈 血 液 の血 清

Thrombin量 の 差異 に

ついて

すでに 緒言.で の べ た如 く. Prothrombinか ら生

成 され たThrombinは 単 に次 の段 階 のFibrinogen

に作用するのみ で な く,そ れ以 外 の すべ て の段 階 に

も促進的に作用 す る とい われ てい る.即 ち,凝 血 が

開始されて最 初 に 生 産 され たThrombinは 不活 性

の促進因子を活 性 化 してProthrombin→Thrombin

転化をさらに進 行 させた り,ま た凝 血第1段 階 に も

促進的に働 いた りす る とい われ る. Rettger11)に よ

れば,こ のThrombin濃 度 は 血 液 凝 固時 間 と正 比

例的な関係をもつてい るとされ,ま た星川12)は肝障

碍実験の極期において凝固時間の延長 とThrombin

量減少がいずれも頂点にあるとのべてい る.

そこで本 章 で は,各 所 動,静 脈血のThrombin

量 を測定 してみ ることとした.

第1章　 実験方法

血液の採取は第2章 におけ ると同様に して おこな

つた.

血清Thrombin量(以 後Tb.量 と 略記 す)の 測

定 はWohlgemuth氏 変法13)に よつた.

第2節　 実験成績

5例 について実験 した結果は第4表 の如 くであ る.

即ち,第1例 において, (〓)境 界で股 動 脈血は

股 静 脈 血 よ り,肺 動 脈 血 は肺 静 脈 血 よ り血 清

Thrombin量 が多 く, (-)境 界 で は肝静脈 血,門

脈血にTb.量 の多きことを示 している.

第2例 においても股動脈血は股静脈 血より,肺 動

脈血は肺静脈曲 よりTb.量 が多 く,門 脈血は他のい

ずれ よりもTb.量 の多い ことを示 している.

第3例 においては股 静脈血はTb.量 最 も少 く,肝

静脈血,門 脈血 は他のいずれ よりもTb.量 の多いこ

とを示 している.

第4例 において も股 動脈血は股 静脈血 より,肺 動

脈 血は肺静脈血よりもTb.量 が多 く,肝 静脈血,門

脈 血は さらに多い.

第5例 において も,や は り股 静脈血のTb.量 が少
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第4表　 血 清 ト ロ ン ビ ン 量

第1例　 (犬No. 50)

第2例　 (犬No. 51)

第3例　 (犬No. 57)

第4例　 (犬No. 58)

第5例　 (犬No. 59)
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く,肝 静脈 血,門 脈 血 は他 の い ずれ よ り もTb.量 が

多い.

第3節　 小 括

股動脈血 は股 静脈 血 よ り.肺 動脈 血 は 肺 静 脈血 よ

りTb.量 が多 く,肝 静脈 血,門 脈 血 は 他 のい ず れ よ

りもTb.量 が多 いが,こ の 両者 間 に は判 然 と した 差

異は認めない.

第6章　 各 所動,瀞 脈 血 液 の血 漿

Fibrinogen量 の 差 異 に

つい て

Fibrinogenの 生 成 に は肝臓 或 は 網 内 系 が関 与 し

てい るとい う報 告 が あ る が,ま た 田中14)は 腸 壁 か

ら吸収 され た食物 蛋白 は血 漿蛋 白体 に再 合成 され て

門脈血 中に移行す るが,こ の際Fibrinogen量 も著

しく増加す るとのべ,ま たFibrinogenは 肝 内 に お

いて生成 され るの で,肝 を 流 出す る肝 静脈 血 は著 し

く多量のFibrinogenを 含 有 し,こ の血 液 はFib

rinogen量 低 き大静 脈 血 と混 和 し,心 を経 て 肺 に入

り,肺 に おいて またFibrinogenの 生 成 が お こな わ

れ,再 びFibrinogen量 の 豊富 となつ た血 液 は 心 を

経て大動脈を通 過 して,一 部 は 腎 に入 り破 壊 され る

と報告 してい る.一 方Doyon, Dostre15)は 肺 灌 流

によりFibrinogenは 減少 す るとの べ て い る.

か くの如 く各流 血 にお け るFibrinogenの 分 布 に

関す る研 究は比較 的多 くみ られ るが,そ れ ら各 所 に

お け る血 液 凝 固時 間 との 関係 に つ い て の報 告 はな い .

肝 障 碍 実 験 に おい てHartmann16)はFibrinogen

量 と血 液 凝 固 時 間 は 並 行 す るが村 上17)は 否定 して

い る.

即 ち,本 章 に お い て は 各 所 動,静 脈 血 のFib

rinogen量 につ い て検 索 し,第1編 に お け る血 液 凝

固 時 間 と の関 係 を 検討 して み るこ と と した.

第1節　 実 験 方法

血 液 の採 取 は第2章 にお け る と同 様 に してお こな

つ た.

血 漿Fibrinogen量(以 下F.量 と略 記 す)測 定

は 柴 田 氏法18)に よつ た.

第2節　 実 験成 績

15例 につ い て 実 験 した 結 果 は第5表,第3図 の如

くで あ る,

即 ち,頸 動 脈 血 血漿F.量 は 平 均332.5mg/dl,

頸 静 脈 血血 漿F.量 は 平均312.7mg/dlに して,動

脈 血 に 多い もの14例,動 脈 血 に少 い もの1例 であ る.

股 動 脈血 血 漿F.量 は平 均340.9mg/dl,股 静 脈

血 血 漿F.量 は 平均322.7mg/dlに して,動 脈 血 に

多 い もの14例,動 脈 血 に少 い もの1例 で あ る.

肺 動 脈 血 血 漿F.量 は平 均352.9mg/dl,肺 静脈

血血 漿F.量 は平 均336.0mg/dlに して,肺 動脈 血

に多 い もの12例,肺 動 脈 血 に少 い もの3例 で あ る.

肝 静 脈血 血漿F.量 は 平 均357.0mg/dl,門 脈 血

血漿F.量 は平 均354.8mg/dlに し て,肝 静脈 血 の

第5表　 血 漿 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン 量　 単 位: mg/dl
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第3図　 血 漿 フ ィブ リ ノー ゲ ン 量　 × 印 は 平均 値

方が多い もの11例,肝 静脈血の方が少い もの3例,

ほぼ同量の もの1例 であ る.

第3節　 小 括

頸動脈血は頸静脈血より,股 動脈血は股静脈血よ

り,肺 動脈血は肺 静脈 血より血漿F.量 が多い.さ

らに肝静脈 血,門 脈 血 は他の いずれよりもF.量 が

多 く,こ の両者においては肝静脈 血の方が多い傾向

にあ る.

第7章 各所動,静 脈血液 の血漿

蛋白量の差異について

血液凝固 に関与 している物質の大部分は血漿蛋白

に属す るものであ ることはい うまで もない.星 川12)

は肝障碍実験 において血液凝固時間の延長 と血漿蛋

白量減少とは相互 によく一致す るとのべてい る.ま

た田中14)は 消化吸収 され た食物蛋白は門脈に流入

して,著 し くその蛋白量を高 めるが,肝 に入つた門

脈血の蛋白は全部肝静脈に出ず して肝内に一部貯溜

され,空 腹時においてはその貯溜 されてい る蛋白の

一 部が肝静脈に流 出して蛋白量を高めるが
,そ の時

には肝静脈血は門脈血に比して, Globulinの増加を

きたしてい ると報告 している.

そ こで本章では各所動,静 脈血の血漿蛋白量を測定

してみ ることとした.

第1節　 実験方法

血液の採取 は第2章 におけると同様にしておこな

つた.

血漿蛋白量の測定 は硫酸銅法19)に よつた.

第2節　 実験成績

10例 につ いて実験した結果は第6表,第4図 の如

くであ る.

即 ち,股 動脈血血漿蛋 白量は平均6.69g/dl,股

静脈血血漿蛋白量は平均6.73g/dlで ある.肺 動脈

血血漿蛋白量は平均6.65g/dl,肺 静脈血血漿蛋白

量は平均6.66g/dlで あ る.

肝静脈血血漿蛋白量は 平均6.84g/dl,門 脈血血

漿 蛋白量は平均6.95g/dlで ある.

第4図　 血漿蛋白量　 ×印は平均値

第6表　 血 漿 蛋 白 量　 単 位: g/dl
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第3節　 小 括

血漿蛋白量は股動,静 脈血並に肺動,静 脈 血につ

いて差異を認めないが,肝 静脈血および門脈血は血

漿蛋白量が多い傾向にあ る.

第8章　 各所動.静 脈血液 の血糖

値の差異につ いて

Partos u. Srec20)は血液凝固時間 と血糖との間 に

は一定の法則的 関 係 が あ ることを強調 し,星 川12)

は肝障碍実験において,肝 の変化最大 の時期に血糖

量低下,凝 固時間延長が甚 しい とのべ,宮 下21)は

瀉血並に輸血時ス トレス症候としての過血糖 と血液

凝固能昂進とがほぼ平行す るとのべてい る.

また動,静 脈血の差 異 に ついては吉川22)は 静脈

血の方が動脈血よ り糖濃 度 が低 いと記 し,大 山23)

は家兎について,頸 動脈血は頸静脈 血より血糖値が

高いとのべている.ま た肺灌流血実験の結果よ り,

 Servantie,富 岡等は肺 に お いて糖は分解 され ると

主張しているに反 し, Roger,遠 藤,柳 田は肺灌流

により糖は増加す ると報告 している24).

そこで私は本章で各所動,静 脈血の血糖値を しら

べてみることとした.

第1節　 実験方法

血液の採取は第2章 におけると同様 にしてお こな

つた.

血糖の測定はHagedorn-Jenaen氏 法4)に よつた.

第2節　 実験成績

5例について実験した結果は第7表 の如 くであ る.

第7表　 血糖値 単位: mg/dl

即ち,股 動脈 血血糖 値 は平 均110.6mg/dl,股 静

脈血血糖値 は平均93.4mg/dlに して,全 例 に お い

て動脈血の方が高 い.

肺動脈血血糖値 は平均105.2mg/dl,肺 静 脈 血 血

糖値は平均96.61ng/dlに して ,全 例 に おい て 肺 動

脈血の方が高 い.

肝静脈血面1糖値 は平 均107.6mg,/dl,門 脈 血 血 糖

値 は平均100.4mg/dlで ある.

第3節　 小 括

股動脈血は股静脈血よ り,肺 動脈血は肺静脈血よ

り血糖値がやや高 い.肝 静脈血,門 脈血の血糖値 は

股静脈血,肺 静脈 血よりやや高 い傾向にある.

第9章　 各所動,靜 脈血液の線維 素

溶解現象の差異 について

畔柳25)は 線維 素 溶 解 酵素はProthrombinを 消

化 して,低Prothrombin血 症 を お こ し,ま た

Fibrinogenを 分 解 して,低Fibrinogen血 症 をき

た し,血 液凝固機序を阻害す ると考え られ るとのべ,

山崎26)は 肝疾 患時 に線維素 溶 解 現象が陽性の場合

は陰性の場合に比 して, Prothrombin時 間および血

液凝固時間が延長する傾向を示す といつていろ.ま

た古島27)は 各所流血について 線 維 素溶解現象に強

弱 のあることを実験 していろ.

従 つて私 は各所動,静 脈血について線維素溶解現

象の起 り方の差異 を測定 して血液凝固時間の差異 と

の関聯を知 らんと した.

第1節　 実験方法

血液の採取は第2章 におけると同様に してお こな

つ た.

線維素溶 解 現 象 の測定 はMaa-farane氏 変法28)

によつた.

第2節　 実験成績

10例 について実験 した結果は第8表 の如 くであ る.

第8表　 線維素溶解現象

-: 陰性

+: 16倍 稀駅ままで陽性

〓: 32倍　 〃

〓: 64倍　 〃



4488 片 岡 和 男

即ち,陽 性試験管本数 の合計 は股動脈血が10本,

股静脈血 は15本 であ る.

肺 動脈 血は10本,肺 静脈血は12本 であろ.

肺 静脈血 は7本,門 脈血では8本 であ る.

第3節　 小 括

線 維素溶 解現象 は股静脈血では股動脈血より強い

傾向 にあ るが,肺 動,静 脈血においては判然 とした

差異 は認め られない.

肝静脈 血および門脈血 は他の部 に比 して線維 素溶

解現象の起 り方が弱い傾 向にあ る.

第10章　 総 括 並 に 考 按

さきに第1編 での実験によつて身体各所の動脈血

並 に静脈血の血液凝固時間には一定 の差が存す ろこ

とを穏めたが,本 編においては こうした差異が何 に

由来 す るものであろ うかということを究明する目的

で実験をすすめた.

現 今の複雑な凝固理論に もとず く各々の因子およ

び凝固能におよぼす血液諸性状のすべてにわたつて

測定比較 しえなかつたが,以 上の実験 によりほぼそ

の大綱を明 らかにしえたもの と考え る.

すでに吉成1)は 頸 動脈頸静脈と股動脈股静脈 にお

け る動,静 脈血間の凝固時間の差 の意義につ いて報

告 しているが,私 はさらに広範囲 に頸動,静 脈,股

動,静 脈,肺 動,静 脈および肝静脈,門 脈な どの諸

流血について,血 液凝固因子 および血液凝固に関聯

のある血液諸 性状を観察 したのであ る.

以下,私 の実験成績 につ いて章を追つて考按 を試

みたい.

血小板は血液凝固のすべての相 に作用する多 くの

因子を供給す るのであ るが,そ の生理 的分布につい

ての文献 はみあた らない.第2章 における私の実験

によつて,血 小 板数は股静脈血 にやや少 く,肝 静脈

血,門 脈血にやや多い という結果をえ ることができ

たが,こ の ことは股静脈 血の凝固時間が最 も長 く,

肝静脈 血,門 脈血の凝固時間の短い とい う第1編 の

実験成績 をあ ろ程度裏づ けるものと考える.し か し

なが ら第1編 の実験で,股 動,静 脈血間の凝固時間

の差 と同様に,頸 動,静 脈血間 のそれも明 らかに認

め られ るのに反 して,血 小板数 には頸動,静 脈 間の

差が全 く認 められない ことか ら考えて,血 小板数の

みによつて は第1編 の結果を説明 しえない ものであ

る.

次 で第3章 において は 血漿Prothrombin時 間の

測定をお こなつ たのであ ろが,そ の結果頸動脈血は

頸静脈血 より,股 動脈血は股静脈血 より,肺 動脈血

は肺 静脈血よ りPt.時 間が短いという成績をえた
,

そ して肝静脈 血,門 脈血では他のいずれよりもPt

時間が短 く,ま た門脈血よりは肝静脈血の方が幾分

短い傾向にあることを知つた.こ れ らのことは,そ

れぞれの部における動,静 脈血の凝固時間の差異お

よび これらと肝静脈血,門 脈血の凝固時間との関係

についての第1編 の成績とよ く平行関係をしめして

い る.血 漿Pt.時 間 は間接 にProthrombin量 を示

す もの で あ る こ と はい うま で もない が,こ の

Prothrombinが 肝臓 に お いて生成 され るにしろ,

或 は広 く網内系において生成 されるに しろ,肝 門脈

血にProthrombin畳 が多いとい うことは肝門脈系

臓器組織がProthrombin生 成に重 要な役割をもつ

ていろ ことを示 してお り,こ れが血液凝固時間の短

縮 に相当な役割を示 していることは容易に推察され

ると ころである.そ して このProthrombin含 有量

の多い肝静脈血が下大静脈 に流入 し,肺 動脈に至う

ため,肺 動脈血のProthrombinが 多 く,肺 静脈と

の差 を惹起 してい るものと考えられ る.

第4章 では面清Ga量 について調べたのであるが,

このような各部流血中に おけるCa量 の分布につい

ての文献 はみ られ ない.実 験の結果,各 部流血にお

いてほとん ど差異が認 め られず,流 血中のcaの 分

布は各部 に平均 してお り,各 所動,静 脈血の凝固時

間の差 についてはcaは 何等かの役 割を演 じている

ものとは考え られなかつ た.

次で第5章 ではTb.量 について実験 したが,そ の

結果股動脈血 は股静脈血よりTb.量 が多く,さ らに

肺動脈血は肺静脈血 より多い ことおよび肝静脈血,

門脈血にはさらに多 量に含まれていることを認めた.

また,股 静脈血のTb.量 は少いに拘わらず,混 合静

脈血で ある肺 動脈血のTb.量 が 多い ことは,そ の間

においてTb.量 の多い肝静脈血が流入 しているため

であ ると考え られ ろ.こ のように各所動,静 脈間,

そして これ らと肝静脈血,門 脈血 とのTb.量 の関係

は,そ れ ら流血の凝固時間の差異に関す る第1編 の

成績 と同 じ関係にあ り, Rettger11)が 血液凝固時閥

とTb.量 とは正比例的関係にあるといつていること

を裏書 きしている.そ して各所動,静 脈血の凝固時

間 の差異に対 して, Tb.黒 は有意義なものと考えら

れ る.

第6章 では血漿F.量 に つ いて調べた.吉 成1)は

動脈血には静脈血よ りFibrinogen含 有騒が多いとの

べており,私 も頸動脈血は頸静脈血より,股動脈血は
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股静脈血よりF.量 の 多 い ことを 確認 し,さ らに 肺

動脈血において は肺 静脈 血 よ りF.量 が 多 く,こ れ

ら動,静 脈血 より も門 脈 血,さ らに肝 静 脈 血 とい う

順に次第 にF.量 が増 加 して い る こと を認 め た.こ の

量的分布 は田中14)の 報 告 にほ ぼ一 致 す るが,田 中 は

肺においてFibrinogenの 生 成が お こな わ れ,肺 灌

流血にはF.量 が多 くな つて い る と い うの に反 して,

私の成績で は肺静 脈 血は肺 動 脈血 に比 較 して減 少 の

傾向にごあ り, Dostre15)の 説 に一 致 し た. Fibrinogen

の産生に関 して は肝 臓 説,或 は広 く網 内 系 説が 唱 え

られてい るが,門 脈 血 が 他 部 の 流 血 よ りも多 量 の

Fibrinogenを 含み,肝 を通 つ た肝 静 脈 血 は さ らに

F.量 が増加してい る ことか ら, Fibrinogen産 生 に

は肝門脈系の網 内系組 織が 大 きな 役割 を果 して い る

といえ るので あつ て, F.量 の 少 い 股 静脈 血 よ り,

 F.量 のやや多 い肺動 脈 血 にい た るに は,こ のF.量

の多い肝静脈血の 流入 が影 響 して い ると考 え られ る,

これ ら各流血のF.量 の差異 は 各 所 動,静 脈 血間 の

凝固時間の差異 につい ての 第1編 の成 績 と よ く一 致

した傾向を示す もので あ り,各 所 流 血 の凝 固 時間 の

差異に対 して, F.量 の 差 異 は もつ と も意 味 の あ る

もの と考え られ る.

血液凝固に関す る物質 は大部 分 が 血漿 蛋 白 に属 す

るもので ある,即 ちProthrombinは 硫 黄 を 含 む 糖

蛋白体 で, α1-Globulinに 属 し, Thrombinは その

転化 したものであ り, Fibrinogenも 分 子 量400,000

のGlobulinで あ り, A. H. G,,不 安 定 因 子 その 他

の因子も大部 分が蛋 白質 に 由来 す るも ので あ る.そ

こで第7章 において は各 所流 血 中 の蛋 白 量 を比 較 検

討 した,そ の結 果動,静 脈血 の 間 に明 確 な差 異を み

だしえなかつ たが,肝 静 脈血,さ らに門 脈 血 に は他

部流血に比較 して蛋白 量 がや や 多い とい う結 果 を え

て.田 中14)の 説 に一 致 し た.こ の 成績 は駐 静 脈 血,

門脈血の凝固時間 の短 い こ とに意 義 を与 え る もので

あり,星 川12)が 血 液凝 固 時 間 延 長 と血 清 蛋 白 量の

減少とは平行 す るとのべ て い る こ とに一 致 す る.

血液凝固時間 と血糖 との 関係 につ い て, Roge29),

 Anderson30) , Rinderspacher31)等 は 出 血 に よ る

凝固時間 短 縮 と 血 糖 上 昇 を 観 察 し, Cannon and

 Gray32)は エ ピネフ リンが 血糖 増 加 お よ び凝 固 亢 進

をきたす ことをみて い る.ま たPartoe und Srec20)

は血液凝固時間 と血糖 量 との 間 に は一定 の法 則 的 関

係があることを強調 してい るが
,第8章 に お け る実

験では股動脈血 は股 静脈 血 よ り
,肺 動 脈血 は肺 静 脈

血より血糖値が高い成 績 となつ たが
,こ れ らの うち

では股静脈血が最 も低値を示 してい ろ.し か し肝 静

脈血,門 脈血が他所動脈血に比較 して高値であ ると

い うことはなかつ た.即 ち,肺 動,静 脈血について

はServantie等 の報告24)に一 致 し,股 動,静 脈血

については吉川の記載22)に 一致 して い ろ.こ れ ら

血糖の量的分布 は末梢組織 および肺組織において糖

の分解利用 がおこなわれ,或 は肝 が血糖の平衡を保

つ上の役割 を考えれば当然の ことと考え られるので

あろ.こ れ らの成績 を各流血の凝固時間の差異 と比

較対照 してみ ると股 動,静 脈血,肺 動,静 脈血 につ

いて は血液凝固時間の短い動脈の方が血糖値が高い

が,こ れ ら動,静 脈血よりも凝固時 間 の短 い肝 静

脈 血 或 は 門 脈 血の血糖値が さらに高いということ

がないので あつて.血 液凝固時間の差異と血糖値 の

差異 とは平行関係 を認めない.従 つて血液凝固時間

の差異に対 して血糖値は意義を もたない と考え られ

る.

線 維 素 溶解 酵 素 は 低Prothrombin血 症,低

Fibrinogen血 症 をお こし,血 液 凝 固機序を阻害す

るといわれているが,第9章 では線維素溶解現象の

起 り方を各所動,静 脈血について測定比較 したとこ

ろ,肺 動,静 脈血間にはほとん ど差異がな く,股 動,

静 脈血においては静脈血 の方が陽性度が高 く,ま た

肝静脈血,門 脈血では陽性度が低 いとい う結果をえ

た. Tagnon & Palade33)は ラ ッテの肺 組織細胞 の

Microsome中 にはProfibrinolysinを 活 性 化 す る

キ ナ ー ゼ 様 物質 が 含 まれ て い るが,肝 細胞中に

は ほ とん ど認 め られ ない とのべ, Macfalane &

 Pilling34)は 肺の抽出液は極 めて強い線維素溶解作

用を しめしたが,肝,脾 の抽 出液にはほとん ど線維

素溶解作用が認められず,む しろ線維素溶解抑制作

用が他 のもの より強い と報告 してい る.ま た古島27)

は種 々の臓 器組織 より流出す る血液の線維素溶解作

用について検 討し,肝,脾 を流れ る血液の線維素溶

解作用は弱 く,む しろ抑制的 に作用 し,腎,下 肢を

流れ ろ血流のそれは強い 二とを実験的に証明 してい

るが,こ の ことは私の成績 と同 じ傾向にあるもので

ある.即 ち,股 静脈血が股動脈血より,肺 静脈血が

肺動脈血より凝固時間 が長 く,肝 静脈血,門 脈血の

凝固時間は他の流血より短い とい う第1編 の成績 は

線維素溶解現象についての本成績か らも明 らかなと

ころであ る.

以上,私 は第1編 に引き続き,本 編では身体各所

動,静 脈血間における血液凝固時間の差は何によつ

て生 じてい るものであろ うか とい うことを知 る目的



4490 片 岡 和 男

を もつ て,各 所 動,静 脈 血 間 の血 小 板数,血 漿

Prothrombin時 間,血 清Ca量,血 清Thrombin

量,血 漿Fibrinogen量,血 漿蛋白量,血 糖値およ

び線維 素溶解作用等について検索 した結 果は以上考

按 した如き ものであつ た.即 ち,血 液凝固に関聯 し

てい る上記種 々の因 子の うちで,こ れによつ てそ う

した差が生 じるとい う決定 的な因子をみいだす こと

はで きなかつたが, Ca,血 糖値以外 の各要素はそれ

ぞれ の程度において第1編 での結 果を説明づけるの

に役立 つてい る成績 をえた.

一 体に血液凝固機構 は極めて複雑 な反応系であり,

従つてその速度の表現 である血液凝固時間はまたい

くつかの因 子を基礎とす る複雑な函 数であ る.従 つ

て各部流血の凝固時間に差異 を惹起する因子は1, 2

のものではな く.各 々の因子 の各流血中におけ る差

異が重積 して,上 記の如 く各所動,静 脈血の凝固時

間に差異を現わ してい うものと考え られ ろ.

第11章　 結 論

犬 を使用 して,各 所動脈血並に静脈血について凝

固因子 および凝固能 に関与す る血液性状を測定比較

し,次 の結論をえた.

1)血 小板数は,頸 動,静 脈血間 および肺動,静

脈血間においては有意 の差がみられず,股 静脈血で

は股動脈血より少い.な お肝静脈血,門 脈血には他

の部に比 して増加 してい る.

2)血 漿Prothrombin時 間は,頸 動脈血は頸静

脈血 より,股 動脈血 は股静脈血 より,肺 動脈血は肺

静脈血 より僅 か短い.肝 静脈血お よび門脈血は他部

流 血に比 して さらに短い.

Prothrombin生 成 に関 して は,肝 門脈系諸臓器

組織が主要な役割を果 しているものと推察 され る.

3)各 所流血中に お ける血Ca量 には有意の差

が認められない.

4)血 清Thrombin量 は,股 動脈 血 は股静脈血

より,肺 動脈血は肺静脈血 より多 く,肝 静脈血,門

脈血は さらに多い.

5)血 漿Fibrinogen量 は,頸 動脈血は頸静脈血

よ り,股 動脈血は股静脈血 より,肺 動脈血は肺静脈

血より多 く,肝 静脈血,門 脈血ではさらに多 く,こ

の両者では肝静脈血の方が門脈血より多い.

Fibrinogen生 成に は肝 及び門脈系の網内系組織

が大 きな役割 を果 しているということができる.

6)血 漿蛋白量は,肝 静脈血,門 脈血は他の流血

よ りやや多いが,各 所動,静 脈血間には有意の差が

認められない.

7)血 糖値 は,股 動脈血は股静脈血より,肺 動脈

血は肺静脈血よりわずかに高い.

8)線 維素溶解現象は,股 静脈血 に強 くおこるが,

肝静脈血,門 脈血 には他所流血に比 して起り方が弱

い.

9)頸 動脈血は頸静脈血 より,股 動脈血は股静脈

血 より,肺 動脈1血は肺静脈血より血液凝固時間が短

く,さ らに肝静脈血,門 脈血は短いことの成因とし

て,血 小 板 数, Prothrombin量, Thrombin量,

 Fibrinogen量,血 漿蛋白量,線 維 素 溶解酵素等が

それぞれある程度の原因 となつており,そ れらのう

ちで特にProthrombin量, Thrombin量 並にFib

rinogen量 が重要 な役割をなしている.
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Studies on coagulating time and serum bactericidal action of 

arterial and venous blood.

Part 2. Experimental studies on the significance of the difference of 

the coagulating time between the arterial and venous

 blood in dogs

By

Kazuo KATAOKA

Department of Surgery. Okayama University Medical School
(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

1) As far as the number of the blood platelets is concerned, neither significant difference 
is observed between the carotid arterv and jugular vein , nor between the pulmonary artery 
and pulmonary vein , while the platelet number of the blood of the femoral vein is smaller 
than that of the femoral artery . On the other hand, the blood of the hepatic vein and 
portal vein contained a greater number of platelets than that of any other blood vessel.

2) The serum prothrombin time of the blood of the carotid , femoral and pulmonary 
arteries is a little shorter than that of the corresponding veins respectively . Those of the 
hepatic and portal veins are shorter than those of other vessels .

The various organs and tissues of the hepato-portal system are thought to play an impor
tant role in production of prothrombin .

3) The serum calcium contents of the blood of various vessels show no significant dif
ferences.

4) As for amount of thrombin in the serum , the blood of the femoral and pulmonary 
arteries contains greater amount than that of the femoral and pulmonary vein respectively

, Th
e thrombin content of the hepatic and portal veins is still greater .

5) As far as the amount of serum fibrinogen is concerned , the carotid arterial blood 
and the pulmonary arterial blood show a greater value than the corresponding venous blood 
respectively. The blood of the hepatic and portal vein presents still greater estimate.

6) The amount of plasma protein shows no significant difference between various arteries
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and veins, although those of hepatic and portalveins give a slightly greater values than those 

of the other vessels.
7) The blood sugar values of the femoral and pulmonary arterial blood are slightly 

greater than those of the femoral and pulmonary venous blood respectively.
8) The phenomenon of fibrinolysis occurrs strongly in the blood of the femoral vein, 

while it occurrs more weakly in the blood of hepatic and portal veins compared with other 
blood vessels.

9) The number of blood platelets and the amount of prothrombin, thrombin, fibrinogen, 

serum protein and fibrinolysin have some relation respectively to the fact that the coagulating
 time of the blood of the carotid, pulmonary and femorary arteries is shorter than that of 

the corresponding veins respectively and that of the blood of the hepatic and portal veins is 

much shorter. Particularly the amounts of prothrombin, thrombin and fibrinogen are seen 

to play an important role.


